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２．４ 公益社団法人山陽技術振興会に

おける安全教育に関する調査 

 

２.４.１ 調査目的 

 公益社団法人山陽技術振興会では産学連携

及び産産連携により石油化学工場の安全教育

に取り組んでいる。安全教育事業の状況を調査

するため同振興会（岡山県倉敷市）を２０１３年９

月１０日に訪ね、副会長兼人材育成室室長およ

び企画部長にヒヤリングし得られた情報を報告

する。なお、その情報の多くについて、後に横浜

国立大学の公開講座で講演していただいた。 

講演のスライドは講師の承諾を得て本報告書 

第２章２．５（公開セミナーの実施）に掲載した。 

 

２.４.２ 公益社団法人山陽技術振興会の概要
１）２）３）４）５） 

・ 山陽技術振興会は 1946 年に日本の復興のた

め倉敷絹織（株）社長（現（株）クラレ） の故大

原總一郎氏の提唱により科技術による振興・

普及のため倉敷で設立された技術交流のた

めの民間主導の組織。 

・ 振興会では人材育成講座を設立し石油化学

工場向けの安全教育を実施している。講座の

設立の背景には 10 年間で熟練者の半数が退

職する 2007 年問題があり、経済産業省による

平成 17 年度産学連携創造中核人材育成事

業および中国経済産業局による次世代型コン

ビナート形成プロジェクトの取り組みに参画し

た。 

 

２.４.３ 人材育成講座の概要 

・ 講座の主なねらいは「実践的」、「Know-Why」、

「ネットワーク・コミュニケーションの機会提供」。

化学プラント等の安定運転管理を担う中核オ

ペレータが主な対象。5 コース 24 科目を開講

し単科でも受講できる。スタッフ向けの技術力

強化コース、中堅管理職向けのリスクマネジメ

ントコースもある。 

・ 大学と連携することで、これまでパッチワーク

的だった企業の取り組みに、大学の体系的・

論理的な教育内容を加えることができ有益で

あった。 

 

２.４.４ 教育内容および方法について 

・ 痛い感覚の体験、爆発の実演、事故事例の

講義などは感性の向上に必要で人気がある。 

・ 講義形態は、ホームコース、出前講座、共済

講座の 3 つの形態。座学だけの科目もあるが

ほとんどの科目にグループディスカッションを

入れており各社の多様な考え方に刺激を受け

効果がある。講師は大学の教員、企業の現役

および OB 等。講義で使用するテキストは改訂

を重ね改善している。 

・ 教育の効果はアンケートを実施し評価してい

る。その結果をもとに講座を改善している。 

・ 新入社員に対する教育は対象にしていないの

で企業で実施してほしい。また、OJT は企業で

できなくなっているが重要である。こちらでは

OJT はできないがその基礎となる教材は提供

している。 

・ 中小企業向けの企画は参加者が少ない。 

・ 科目の一覧は受講生募集のリーフレットに示さ

れており、振興会の承諾を得て本章の最後に

コピーを掲載した。 

 

２.４.５ 大学教育への要望等 

・ 単位操作など基礎的な化学工学分野の教育

をしている大学は少ない。化学系企業では必

須となる分野であり、大学でもっと力を入れて

ほしい。 
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